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　㈳日本陸送協会では、「輸送の安全の推進」及び「業界の信頼性の向
上」のためドライバー教育の充実を掲げ、平成23年度から「教育・認定
制度」を下記のとおり、実施して参りました。厚く御礼申しあげます。
　本年度は全国展開を図っており、これから実施の支部もありますの
で、ぜひご参加の程よろしくお願い致します。
　本制度の利用により、社内教育・研修等の一層の充実が図られ、荷
主・事業者・ドライバー相互の信頼性の向上及び事故防止の増進につな
がるものと期待されております。

記
１．受 講 者　　積載ドライバー（経験年数5年以上かつ無事故無違反1年以上）
　　　　　　　　自走ドライバー（　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　積載運行管理者（経験年数3年以上かつ無事故無違反1年以上）
２．費　　用　　積載ドライバー（18,000円）
　　　　　　　　自走ドライバー（15,000円）
　　　　　　　　積載管理運行者（12,000円）
３．後　　援　　国土交通省
４．累積実績　積載ドライバー　152名
　　（25年８月末）　自走ドライバー　 73名
　なお、詳細なお問い合わせは、各支部までお願い致します。

「教育・認定制度」の推進
荷主・事業者・ドライバー相互の信頼性の向上
「教育・認定制度」の推進
荷主・事業者・ドライバー相互の信頼性の向上



	 第 134号	 陸送協会ニュース	 （2）

 

北
陸
信
越
支
部

通
常
総
会

　

開
催
日　

平
成
25
年
７
月
12
日
（
金
）

　

場　

所　

新
潟
県
新
発
田
市
月
岡
温
泉

　

総
会
に
先
駆
け
、

優
良
運
転
者
表
彰

が
行
わ
れ
本
部
表

彰
者
３
名
に
対
し

協
会
本
部
佐
々
木

会
長
よ
り
、
表
彰

状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
、
支
部
表

彰
者
４
名
に
も
永

塚
支
部
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平

成
25
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
、

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

報
告
審
議
さ
れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
永
年
支
部
長

と
し
て
ご
活
躍
頂
い
た
北
陸
運
輸
㈱
社
長
永
塚
秀

幸
氏
が
退
任
さ
れ
新
支
部
長
に
㈱
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
金
沢
の
小
松
康
作
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
、
来
賓
の
協
会
本
部
佐
々
木
会
長
、

北
陸
信
越
運
輸
局 

自
動
車
技
術
安
全
部
管
理
課
長 

宮
崎
吉
信
様
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

■ 

受
賞
者 
■

石
川
分
会　

㈱
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
金
沢　

吉
野　

春
基

長
野
分
会　

ト
ヨ
タ
輸
送
㈱　
　

 　

宮
坂
真
理
子

新
潟
分
会　
愛
知
車
輌
興
業
㈱
新
潟（
営
）　

小
林　

秀
和

北
海
道
支
部
「
教
育
・
認
定
制
度
」

第
２
回
自
走
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
開
催

　

開
催
日　

平
成
25
年
７
月
９
日
（
火
）

　

場　

所　

㈱
ゼ
ロ
北
海
道
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

受
講
者　
　
　
　
　
　
　

16
名

　

ト
レ
ー
ナ
ー　
　
　
　
　

３
名

　

協
会
支
部
関
係
者　
　
　

３
名

支
部
だ
よ
り

無
事
故
の
願
い
を
込
め
て
全
国
で
開
催
中

◆
運
動
実
施
期
間

　

全
国
／
平
成
25
年
９
月
21
日（
土
）～

　
　
　
　

９
月
30
日（
月
）
10
日
間

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　

９
月
30
日（
月
）

◆
運
動
の
全
国
重
点
目
標

　

①�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材
用
品

等
の
着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
徹
底
）

　

②�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
陸
送
協
会
の
活
動
》
陸
送
協
会
で
は
全
国
交
通

安
全
運
動
に
呼
応
し
て
運
動
を
展
開

　
秋
の
交
通
安
全
強
化
月
間

期
間　

陸
送
協
会
／
平
成
25
年
９
月
１
日（
日
）～

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
30
日（
月
）
一
ケ
月
間

目
的　

�

交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、

運
転
関
係
従
業
員
の
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
事
を
目
的
と
す
る
。

統
一
標
語

 「
危
険
が
潜
む
交
差
点 

自
転
車 

歩
行
者 

対
向
車
」

　

平
成
25
年
度
交
通
安
全
標
語
入
賞
の
「
豊
進
陸

運
㈱
渡
辺 
佳
之
さ
ん
」
の
作
品
で
す
。

重
点
項
目　
「
基
本
作
業
の
徹
底
」

　
　
　
　
　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
」

社団法人 日本陸送協会
このポスターの標語は、平成25年度交通安全運動標語入賞の「豊進陸運（株） 渡辺 佳之さん」の作品です。

危険が潜む交差点
自転車 
  歩行者 
    対向車

◉運動実施期間◉
平成25年9月1日（日）～

9月30日（月）

2013秋の
全国交通安全運動

陸送協会2013秋ポスター入稿7.24.indd   1 13/07/24   14:07

｢

教
育・認
定
制
度｣

の
推
進
に
つ
い
て

｢

教
育・認
定
制
度｣

の
推
進
に
つ
い
て

秋
の「
全
国
交
通
安
全
運
動
」
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北
海
道
支
部
「
教
育
・
認
定
制
度
」

第
３
回
自
走
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
開
催

　

開
催
日　

平
成
25
年
８
月
20
日
（
火
）

　

場　

所　

釧
根
地
区
ト
ラ
ッ
ク
研
修
セ
ン
タ
ー

　

受
講
者　
　
　
　
　
　
　

11
名

　

ト
レ
ー
ナ
ー　
　
　
　
　

２
名

　

協
会
支
部
関
係
者　
　
　

４
名

関
東
支
部
「
教
育
・
認
定
制
度
」

本
年
度
第
１
回
積
載
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
開
催

　

開
催
日　

平
成
25
年
７
月
13
日
（
土
）

　

場　

所　

日
産
自
動
車
㈱
追
浜
車
両
セ
ン
タ
ー

　

受
講
者　
　
　
　
　
　
　

12
名

　

ト
レ
ー
ナ
ー　
　
　
　
　

６
名

東
北
支
部
「
教
育
・
認
定
制
度
」

第
１
回
積
載
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
開
催

　

開
催
日　

平
成
25
年
７
月
22
日
（
月
）

　

場　

所　

ト
ヨ
タ
輸
送
㈱
宮
城
物
流
セ
ン
タ
ー
構
内

　

受
講
者　
　
　
　
　
　
　

10
名

　

ト
レ
ー
ナ
ー　
　
　
　
　

３
名

　

協
会
支
部
関
係
者　
　
　

５
名

　

当
日
は
、
東
北
運
輸
局
か
ら
は
自
動
車
技
術
安

全
部 

保
安
・
環
境
調
査
官 

小
野 

昇
様
他
２
名
の

出
席
を
頂
き
、
積
載
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
の
状
況
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
一
般
社
団
法
人
自
動
車
工
業
会
／
流
通
部
会

　

日　

時　

平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）

　

場　

所　

自
工
会
会
議
室

　

出
席
者　

流
通
輸
送
部
会

　
　
　
　
　
　

木
内
部
会
長　

沢
口
副
部
会
長

　
　
　
　
　
　

竹
渕
委
員　

山
田
委
員

　
　
　
　
　
　

塚
越
副
統
括
部
長　

鈴
木

　
　
　
　
　

陸
送
協
会

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
会
長　

水
野
副
会
長

　
　
　
　
　
　

青
木
副
会
長　

大
沼
副
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　

手
塚
理
事　

佐
瀬
専
務
理
事

　

主　

旨

　

�　

陸
送
協
会
よ
り
、「
陸
送
協
会
事
業
概
況
調

査
」（
概
要
版
）
及
び
「
陸
送
協
会
が
抱
え
る

喫
緊
の
課
題
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
理
解

と
協
力
の
要
請
を
行
っ
た
。

　

◆�

陸
送
協
会
の
実
状
に
つい
て
、
流
通
輸
送
部
会

と
陸
送
協
会
が
定
期
的
に
意
見
交
換
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。

◎�

一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
販
売
協
会

連
合
会
へ
の
現
状
説
明

　

日　

時　

平
成
25
年
７
月
18
日
（
木
）

　

場　

所　

自
販
連
会
議
室

　

出
席
者　

自
販
連

　
　
　
　
　
　

川
島
副
会
長　

島
崎
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　

八
木
橋
法
務
部
次
長

　
　
　
　
　

陸
送
協
会　

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
会
長　

水
野
副
会
長

　
　
　
　
　
　

青
木
副
会
長　

大
沼
副
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　

佐
瀬
専
務
理
事

　

主　

旨

　

�　

陸
送
協
会
よ
り
、「
陸
送
協
会
事
業
概
況
調

査
」（
概
要
版
）
及
び
「
陸
送
協
会
が
抱
え
る

喫
緊
の
課
題
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
理
解

と
協
力
の
要
請
を
行
っ
た
。

　

◆�

自
販
連
・
陸
送
協
会
両
事
務
局
に
て
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
立
上
げ
等
に
つ
き
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

関
係
団
体
へ
の
渉
外
活
動
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入
退
会
情
報

入　会
平成25年7月　名古屋陸送株式会社　北陸営業所
平成25年7月　アイシャイン　沼津旧国店
平成25年8月　有限会社ベルサービス

退　会
平成25年8月　株式会社京阪輸送

事

務

局

日

誌

経過報告
 7 /12	 北陸信越支部通常総会
 7 /13	� 関東支部「教育・認定制度」積載ドライバー

教育
 7 /17	 自工会への渉外活動
 7 /18	 自販連への渉外活動
 7 /22	� 東北支部「教育・認定制度」積載ドライバー

教育
 8 /20	� 北海道支部「教育・認定制度」自走ドライ

バー教育

今後の予定
 9 /19	 臨時正副会長会議兼総務部会
 9 /20	� 北海道支部「教育・認定制度」自走ドライ

バー教育
10/11	 自工会との合同研修会
10/17	 東北支部総会
10/31	 正副会長会議兼総務部会
11/ 8 	� 関東支部「教育・認定制度」自走ドライバー

教育
11/26	� 近畿支部「教育・認定制度」自走ドライバー

教育

中
型
運
転
免
許
諸
制
度

古
屋
公
安
委
員
長
が
表
明

　

古
屋
圭
司
国
家
公
安
委
員
長
は
21
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
星
野
良
三
会
長
を
呼

び
、
中
型
運
転
免
許
制
度
改
正
に
向
け
、
有

識
者
懇
談
会
を
設
置
し
、
法
律
改
正
に
よ
り

18
歳
で
車
両
総
重
量
５
ト
ン
以
上
の
車
両
を

運
転
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
着
手
す
る
考
え

を
明
ら
か
に
し
た
。
22
日
の
全
ト
協
常
任
理

事
会
で
星
野
氏
が
報
告
。
中
型
免
許
見
直
し

の
動
き
が
公
式
に
表
面
化
し
た
の
は
初
め
て
。

　

会
談
に
同
席
し
た
全
ト
協
の
細
野
隆
弘
専

務
に
よ
る
と
古
屋
氏
は
中
型
免
許
見
直
し
に

向
け
て
有
識
者
懇
談
会
を
警
察
庁
に
設
置
し
、

そ
の
中
で
全
ト
協
と
全
国
高
等
学
校
長
会（
全

校
長
、
及
川
良
一
会
長
）
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

実
施
。
改
め
て
要
望
を
聞
い
た
上
で
、
着
実

な
制
度
改
正
に
取
り
組
む
考
え
を
表
明
し
た
。

運
転
免
許
制
度
改
正
に
当
た
っ
て
有
識
者
懇

談
会
を
設
置
す
る
の
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
ト
協
は
中
型
免
許
見
直
し
に
当
た
っ
て
、

普
通
運
転
免
許
で
運
転
で
き
る
範
囲
を
現
行

の
「
車
両
総
重
量
５
ト
ン
未
満
」
か
ら
「
６
・

５
ト
ン
未
満
」
引
き
上
げ
る
よ
う
要
望
。
高

校
新
卒
の
場
合
、
普
通
免
許
で
２
年
運
転
経

験
が
な
け
れ
ば
中
型
免
許
が
取
得
で
き
な
い

た
め
、
全
高
長
は
「
高
卒
者
の
就
業
機
会
が

失
わ
れ
る
」
と
し
て
見
直
し
を
求
め
て
い
た
。

　

全
ト
協
サ
イ
ド
は
制
度
改
正
の
手
法
と
し

て
法
律
改
正
で
は
な
く
、
政
省
令
な
ど
の
改

正
の
範
囲
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
古

屋
氏
は
「
そ
れ
で
は
国
民
が
納
得
し
な
い
」

と
し
て
、「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
法
律
改
正

に
臨
む
」
姿
勢
を
示
し
た
と
い
う
。

　

具
体
的
な
新
制
度
の
中
身
は
不
明
だ
が
、

「
若
干
の
条
件
は
付
く
だ
ろ
う
が
、
18
歳
で
も

（
車
両
総
重
量
５
ト
ン
以
上
に
）
対
応
で
き
る

仕
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」（
細
野
氏
）

と
の
見
方
が
一
般
的
だ
。

　

有
識
者
懇
談
会
の
立
ち
上
げ
や
法
律
改
正

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
早
急
な
実
現
は
困
難

で
、
数
年
は
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

中
型
免
許
制
度
見
直
し
は
こ
れ
で
初
め
て
本

格
的
な
動
き
と
な
っ
て
き
た
。

（
８
／
26　

物
流
ニ
ッ
ポ
ン
社
）

「
高
さ
指
定
道
路
」要
望
に

つ
い
て
の
経
過
報
告

　

平
成
25
年
度
の
「
高
さ
指
定
道
路
」
の
要

望
に
つ
い
て
、
陸
送
協
会
会
員
か
ら
の
申
請

件
数
１
２
２
区
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
９
月
に
国
土
交
通
省
・
警
察
庁
に
１

回
目
の
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

各
団
体
か
ら
の
申
請
内
訳
は
次
の
通
り
で

す
。

（
日
本
陸
送
協
会
１
２
２
区
間
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
11

区
間
、
全
ト
協
27
区
間
）

「
18
歳
運
転
可
能
」へ
法
改
正


